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た方が、気持がよいこともあるのであろうか。

ポンペイ市立の遊園地としては、 ミルク コロニーにい〈途中の人里はなれた丘の上して、広大な敷

地をもつものがある。そこでは少しも貧者に妨げられず、裕福な親たち花見守られて子供逹はのび

のびと遊園の施設を楽しんでいた。同じ市立でも、市街地の外れ忙は2、 3百人用の共同洗溶場も

ある。一見それと分からぬがそこでも完全な分業組毀が碑立されている。すなわち洗瑶彩；；を運んで

くるだけの人、洗うだけの人、 干すだけの人、配逹をする人などである。これを卸つて改めてその

あたり、自転車に山のような衣類をつんで往さ交う人々を見直したも のであるe

クイーン ・ネックレスのマリン ・ドライ プウエ イvcおいても、た 防ゞ波堤iてよりかかつているだ

けの若者たちが海岸ぞいvc長い列をなしている。その4~ 5叫荘どもある広い歩造の片隅では、一

鉢ほどの売るものを並ぺてしやがみこんでいる 7オぐらいの子供たち。ともか く港町ポンペイしでは

終戦当時の上野の山のよう忙、インドの各地から食いはぐれた浮浪者が何となく集まると のことc

それ侭して もあちこち妬展開する放腐されたま まの広大な土地o イギリス資本vcよる臨海工業地密

はあるのに、若者たちの鋤ら く場所をもたないボンペイ。それでも兵家veなれる程の人は選ばれた

階級の子弟であり、ベト ナム派兵も 行なわないインド。或いはそこにガンジー首相の心意気もある

というのであろうか。

そうぃえば四惹の民をかかえたインドでは紋近政府による家族計画指導が徹底していんともきい

た。なる厄どひたいに赤丸をつけている程の娼人では、三人の子持ちというのを殆んど全〈みかけ

なかつたのも印象的であった。それがパリでみかけた若い夫婦が子供三人づれなのと妙侭対照的に

思い出される。

大家族制といい、 カース ト制というのも、今日のイン ドの現実をなさ しめたすぺてではないと思

うけれど、やはりその前途は多難である と思われてならなかつた。

東京都中野区立弟八中学校 福 士桐子

2.  The Land of Smiles ー バンコクー

Th.e land of smiles と称されるク イ国は、 メナムチヤオブラヤ（メナム川 ）の沖禎平

野の豊かな水田にみのる米をオーの産物とする茄業国であり、 「王様と私」陀描き出された東洋の

神秘な王固というイ メージとワット（寺院）とクロ ーン（ボ烙）に端ちた美しい首都クルンテプ（

パンコク ）と代よつて、観光客をひきつける媛光国でもある。さてそのsmileとはどのようなも

のであろ うか。

L建踏竺竺腿泥岡市l— 騒音とわい雑な活気囮満ちた東京 と 香港をあとにたどりついた夕暮のバ
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ンコク郊外の ドンムアン空港は、 これが観光国の玄関かと隈くほどの静けさだつた。空港 ピルの玄

関の蛍光灯にむらがみ虫や、生まあたたかい土の匂いのしみた空気から受ける印象は滞在中にさら

に探められて行った。

パンコク市内領光の一日は早朝の水上マーケッリ見学匠始まる。 1 8世紀にメナム河口から 30 

Kmの地点記茎設されたパ ンコクは低湿地であるため、かつては水路が虚要な交通路であった。す

でに近代的都市建設が進んだ市内では、 ピルが建ち並び水路を埋め立てた道路侭自動車が通つてい

るが、市街地をはなれた周辺の弱村地帯では、まだ杖格を利用している。メナム川岸の支流と水路

が交錯する水田地帯t久 毎朝他地域から禄産物を売りに来た小船が集つて開かれる市が名物の水上

マーケッ トである。ス ゲ笠をかぶり色とり どりのプラウスとサロンを着けた女たちがたくみiて小船

をあやつる中を、祓光客をのせたモークーランテが走ふ，小船は ランチの近く に寄つては来るが、

女たちは観光地特有のよび声はかけナ箭かなほぽえみを 口元佼浮ぺるのみ。両岸の骸家の河面に弛

り出した床の上では、主婦たちが買物や炊布の仕度、洗湘に余念がない。子供たちは床にたむろ し

たり水浴びしながら、自分たち匠カメラを向ける桟光客を、他表惰な目で眺めている。これらの渋

家の背後lては榔子の詠をとおして水田が見られる。

この姐光Jレー トの終わりは、再び本流囮」｝た地点のワツ トアルン（ 暁の寺院）である。高さ70 

↓nの陶器をちりばめた尖塔の中ij復iを立ては、川をへだてた対岸侭は王宮をは じめ故 の々寺院の屋根

と尖塔が輝いて C る。

まひるの：h内の有名寺院。 ヮットプ ラケ オ（ エメラル ド仏陀の寺 ）ワットポー（巨大なねはん像）

ワッ・トトリミッ ト（黄金仏陀）ワット ペンチヤ マポピット（大理石の寺 ）などは、カラカラの空気

と踪〈太饂心極彩色の華膵な姿をさら している。境内忙は影を落す木立は一つもな〈、 日本の寺

院の持つうす暗い臨玄さなどみじんも愁じさせない。 何というむき出しな仏陀への貸辞の表現であ

ろうか。楼「付：Cは物売りの店があ り、また併設された学佼の子供たちゃ黄衣の（曽侶たちが行き来を

わずかたがら殴光容もいるのだが物音が聞えない。すべての音は色彩の中胚吸収されて行つて

しまうのだろうか。外界から切りはなされて、真空のガラ ス箱の中妬自分が立つよう な心地忙させ

られる。

昼下 りのショッピングセンク ー、ニユー ロード。ど この店も同じよ うな クイ、ンルク、 スク ーサフ

アイア、 プリンセスリング、銀細工、チーク細工、革製品、 ヌード人形、安物は竹のガラガ ラヘピ、

深いひさ しの下のガラ スケーフにこれらがひつそりと泥び、客の姿はな い。香港、 ジンガポールと

いう 2大窟物市場にはさ注れた位薗のためか ？ 町を行〈 のはサロンの女とけだしの男。客注ぢす，

るククツー運転手のけだるそうな顔。

バンコクの夜。古典舞踊のジョウをラ マホテルに見に行けば、冷房のきいたホールの客の半分は
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日本人。 単調な民族楽器の メロデイ ーにのつて、 きらびやかではあるがしわの目立っ衣装の踊り子

は指先を くねらせて踊る 。 流調な英語で解説するク イ 娘の無表情な す注し顔。 香港(/_)•ン ヨウでも感

じた事だが観光客相手のジョ ウとは何とうらびれて悲 しいものか。偉大な王を賛芙する踊りも、た

だ珍ら しい衣装をつけた人形のバント マイム妬過ぎない。
I--

i 微笑の国の住民たち '- 豊かな換業生産物と貧しい緑民、 インド・ンナ半島の米作菌はこのよう妬

対立的な印象をもつて語られるが、この囲も例外ではない。バンコク東郊の水田地帯｛てある殺家を

訪れたところ、水田地帯ながら高畝を築き葉菜類を栽培するいわゆる近郊袋業経営しておいて、 2 ha 

の耕地から得られる年問粗収入は 3,0 0 0バーツ（約 6万円）、 小作料は年 70 0バーツ。それで

は12人家族は生活できないので養魚を副菜としその収入が 30 0 0パーツ。あわせても 12万円

妬しかならぬ。同 じ程度の米作晨家では最染粗収人は大差はないが、小作料が 50佑高 く結果的に

は品隊素た よらざるを得ないという。これらの保民の地主は華倫である。

炭家の内部をみせてもらうと、 1 0 m，，，の木造でニッパヤジでかこまれた家は、水路に面した束飼

の部分のみ裔床となつており、残りは広い土間である。寝室 らしきと ころにカヤが釣つてある。土

閤には 2つばかりの椅子のほか家具類は見当 らない。たつた一4辺の蛍光灯、 ラジオがそぐわない慇

じだが、投魚場への楊水に用いる発動機つ這；Jぐ蔑や、水道もある点ではク イの屁家の中では中以

上妬屈するという。

目然の思みを うけた盟かな1，迎産物は、食料品の低価格となつて低貨金労働者と貧 しい捩Jもの存在

を放樹し、一年中段ぼ一定の気混は、衣と住を簡索化させこれまた収人の少なさを放漑させる。そ

れが外国人をして貧しいがみじめさのない微笑の国と 言わせる(7)か。

帰り道、夕やみの中Vこそこたけ明るい部落人口の寺院に上つてみると、花を供えた極彩色の棺を

前にも足民が第まつている。生前から立派な棺を用意し、死後は数日に及ぷ盛ブび噂罪発を行なう風習、

黎さの中で異臭を発する棺を前にした酒盛り。まこと仏陀の国らしく仏の仲11¥1人りをするには保式

を必要とするのであろう。 しかしこの投用（てついて考えた時、何ごとも仏陀を中心として死後の安

楽を祈り、栢徳の行為として托鉢という名の強制寄進をいぷかりもせず、貧しい中から死vc対して

蒻附えをすること を当然とする点頃民たちや、ならび妬この習慣を打破することの出来ないアジアの

誤村共同体のがんじがらめのきずなに対して、悲しみとも怒り ともつかぬ惑慨が渉く。

疵家の父親は子供は飴民忙 しないと叫ぷ。こうして町へ出て来た若者たちの生泊はどのようなも

のか。東南ア・ジア各国侭おいて経済上忙占める華僑の勢力の強大さはクイ 囲忙おいても例外ではな

い。しかしながらナッョナリズムの拾頭により、 ビルマ、 カンボ・シア等で華係の経済活動の制限が

吸かれ始めたが、 クイ国では華僑の流通過程胚おけみ勢力を取りしまる協同組合連動がある程度で

しかない。その上約 37 0万人と いわれる華僑のうち 90％近く はクイ国籍を獲得しており、かつ
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ては商究楽本のみであつた華僑資本が産業資本妬転化する動きを見せているという特徴をもつてい

る。バンコックのニニーロー ド西北方のヤハラ・プロ ー ドは、いわゆる中国街で衣料、雑貨の商店の

旭金行と称する金銀細工店がある。金行は貨幣価値の変動が激しい国の貯蓄面を支配している。

ヤハラ・ジロードもらメナム河畔にむかう、問屋街、 倉庫街そ して河畔の冷凍エピ工場は、勿論華僑

資本。 1 0オにも南たないクイ国人の女の子たちが、一心にエピの皮をむいている。義務教育制が

実施されている現在も数多い夫就字児迄たちである。つまりパンコク市内iて住むクイ宦人たちは、

幼い子供たち市で約かせねばな f`もほ ど貧しい人が多いのだ。コ ンチユン（華儒）を誇り、 コンク

ィ（タ・イ 酌人）を恥じる風習。町へtいかせざに来た女の怨業の一つであるアヤ（女中）食車ぬきで

月給 200~300パーツ。品け奇年のあこがれは幸僑経営の会社に入ることかまたは中古の車を

百つてタク・ン一の痙呟手になるてーと。後者はうまく行けば1時問 20バーツの相場でも月収数千パ

ーツlてなる。この院では炒民の子供が片学して大学まで行くなぞ考えられないのである。幼い時か

ら教育を受ける投会を持たないからだc 一方には宇淡に通い長じては海外留学をい政治家妬なる

ひと (rcざりの王族、質族、砧姿たちの子第。この矛盾を仏陀の傲矢と 色彩iてみちた真空の中忙消滅

させて、卑洞な微笑を界かぺている町の人間。金が欲しい〈せに少しでも客が陣く出ればまけてし

交うi運転手や克人。 少しのチップirc社んで利関を素迪 しさせる航空会社の男。また近代的なビルと

と水に入り込んで来た外届人と院炉Fみ、伝統のサロンをワンピーズ にかえ、 マニキニアした指を

もつ娘、 こんな娘たちとコカコ→ープ、パャリスオレンジ、 ホンダドリ ームに象致される新しい東南

ア・ジアの顔が、ずでにこの町m:'現し始めている。

この現実の前！ても早や神秘な王国は光を失ない、近代化

されぬま と保ち瑶けて来た王国の地泣は、新しい外国の勢

力におののかされているのだ。それは市内につぎつぎと鎚

設される無表情た国語不明の四角い ピル、水路を埋める広

い道路、道路の果てに達殺される基ili.i。これらは近代化の

象徴であるとともに、新しい従匝形態の領致でもある。建

設の槌音は、戚び行く王国のす入りなきであり、壮大な仏

陀への管歌は、現実妬はあきらめと無気力さとの人りまじ

った釦笑妬かえられてしまったのだ。

胴日匠輝〈ワッ トアルンの尖塔匠別れをつげ、空港行き

のリム、シ ンに乗れば~ 北部のラオス国境へ通じる道路上vc

軍用トラ ・列が通い、軍用飛行場ではバラ・ンユート

の降下訓練が糊けられている。 19 6 6年 1月8日、ペト
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ナム正月休戦が緯かれる前日であつた。

東京数：大ナー高等学校 青木千枝子

3 .タイ "ii-.バーム・ ガ ー テ ン ー 香港一

眼下侭六がる袖内一香琺ー。賤行嗅の茂がキラリと光った。林の よう忙晶いビJレデイングがぬき

ん出ている。野い海陀浮ふ大小の磨 …々…。 皇弼照民柚 (crown colony)香港は香濫卑、九

章、新界及び付駆島嶼からな る。唱袢阻体は東西 18 Km、南北 3~ 9Km、 7 5 K,II,'の面積を持ち

その面岸は樹木のない火山領の丘陵が絞 き、 アパテイ ーンの漁港というよりはむしろ、近年洞恐ピ

ルの住宅が純 建々設され、海水浴場やゴル フ場をi洋えたレジャー・センクーとして賑わいを見せて

いる。北岸のヴィクト リア・ビーク：'.'ヽら ヴ・イクトリ ア港妬至る一帯は行政、金粒、商業、貿易のセ

ンク ーで、 とくに諮督官邸のあるセン トラル地区は、香港の動脈となつている。九内団のオール ド・

力ォルーンは長い閻軍沫の荘屯地 ・訓細場だつたが戦後の新都市計ILli!VCよつて工場却楷として生ま

れ変わり、莉界をつなぐ王妾道路は・ンしョッピングの中心地として眼わっている。ここに啓徳空港が

ある。そして新尻 ここは香港のイメ ー、ジとはかけ離れた古 し々い田I油地帯である。樹木もまばら

な丘灰池帝が広がり、栽培飴染が活まれている。

1 9 6 6年 1月、明るい脱ざしかさんさんとふりそそき、ふり仰げばコバル トプルーの空が限り

『-

な〈まぷしい。カラリとし

た道路の片但iJ!'C2、 5台の

バスがitんでいる。 ここは

クイガー ・バーム ・ガーデ

ソである。 パスの窓から

チラリと版が覗いた。パラ

バラとかけ寄る数名の子供

茄、年はいずれも 8~ 1 2、

3才位であろうか。よれよ

れの プラウスと上恙、つん

つるてんのス・ポン、ス・ック

をはいていろ。卑の子も女

の子もいる。波らは皆、同

じょう に、質からみやけもの

~
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